
調査を開始 !!

調査をもとに報告書を執筆します。

途中経過報告もいたします。

約 1 年後、報告書が印刷製

本され、ついに完成 !!

● 言い伝えや家紋、先祖の生業など、ど

んな小さな情報でもお聞かせください。

● 戸籍謄本の取得をお手伝いします（江戸

末期のご先祖の本籍地・名前がわかります）。

● 過去帳・墓誌などがあれば、写真や現物

をお借りします。

  調査報告書ができあがるまで

  仕様・料金

  歴史調査員

　　東京都内や大阪府内には国などの公的な

　　　研究機関や資料館が数多く存在している

　　　　ので、文献詳細調査でかなりのことが

　　　　　わかります。

　　　　　例：国立国会図書館・法務局・

　　　　　　　教育委員会・外交史料館・

　　　　　　国立公文書館・社史図書館・

　　　　警察博物館・東洋文庫・

　　　　　各地図書館など。

文献詳細調査

調査報告書の仕様
製本 サイズ：A4／2 冊／布貼りハードカバー

（色は選択可能）／題字：金の箔押し

ページ
数

文献調査のみで15ページ以上／
現地調査も加えると20ページ以上

ページ
内容

●調査員による執筆ページ：名字や
家紋の由来、ルーツ、先祖の職業・
移転・変遷などの歴史　●その他ペー
ジ：ご希望により家系図や資料、各
種写真なども掲載可能

ルーツ調査報告書

現地調査で
さらに詳しく

江戸期からの
家系図も

過去帳を
解読

残したい
言い伝え

古地図

ご先祖は
どこから来たか

専門の
歴史調査員が
お調べします

ファミリーヒストリー記録社 検索

ファミリーヒストリー記録社 検索

調査コース 内容 料金（報告書 2 冊込み）

文献詳細
調査コース

東京都内・大阪府内
の各種機関で文献調
査や取材をし、報告
書を執筆します。

300,000 円より

より詳しく調査するなら

現地詳細
調査コース

都内調査に加え、ご
依頼者の墓地などの
ある現地にて取材・
調査をし、報告書を
執筆します。

500,000 円より

+旅費

※料金は、調査項目や調査日数、報告書のページ数によって変わります。

金子幸滋
2002年 大正大学史学科卒業（近世史専攻）。墓所調査を得意として、
近世武家の系図、旗本家・大名家家臣団にも深い知識がある。全
国歴史研究会通信員／日本家系図学会会員／個人情報保護士

吉田富美子
1985年 岩手大学農芸化学科卒業。2013年に「ファミリーヒスト
リー記録社」を起業。すでに100件以上のルーツ調査・家系図制
作・書籍制作のご依頼を受け、全国数百か所の自治体から戸籍謄
本を取得するお手伝いをしている。個人情報保護士

家紋の由来

名字の由来

こんなことまで
わかるなんて…

調査の過程で出てきた資料も含め、PDF データでもお渡し可能です。

保存に最適なハードカバー製本です。

ご依頼者にうかがうこと

■ご自分で調査したい方向けのアドバイス　■部分的な調査 (150,000 円より)　■家系図のみ (50,000 円より)　 まずは お気軽にご相談ください。

▲永年保存できるハードカバー製本

先
祖
が
懸
命
に
生
き
抜
い
て
き
た

こ
と
が
わ
か
り
、
感
動
し
ま
し
た
。

現地詳細調査
現地調査は別料金です

。

　　　　　　　　　　　　　　　ご依頼者の墓地や

　　　　　　　　　　菩提寺のある現地を訪問し、　

墓名墓誌はもちろん過去帳など、現地でしか得られ

　ない情報を集めてまいります。

　　現地の博物館・資料館・図書館、また調査

　　　　員の独自のネットワークを使って、

　　　　　　　ご先祖の足跡を調べます。

ファミリーヒストリー記録社

あなたの家のファミリーヒストリー
調べてまるごと  本  にします

家族のルーツを調べ
伝えるお手伝い http://familyhistoryrecord.jp

http://familyhistoryrecord.jp

詳しくはホームページをご覧ください。info@familyhistoryrecord.jp

受付時間
9:00-17:00
土日祝日休み



こんな家系の疑問がわかります！

自分で調べたい方には、調査方法のアドバイスもしています。

調査後のお客さまの声

部分調査もおまかせください！！
「先祖は平家の落人というが本当か」
「一族に伝わる古文書・過去帳を解読してほしい」
「江戸時代、大庄屋だったと聞いているが…」
「墓碑の解読と調査をしてほしい」
「戊辰戦争で戦死した先祖のことを調べてほしい」
「村会議員だった曽祖父のことが知りたい」　……など。

さまざまな
ご要望にお応え

しています。

★調査の結果を図版などでビジュアルに示します。
★歴史的な背景をふまえ、
　　　　　わかりやすい文章で解説します。

吉塚家過去帳より
　

菩提寺
台東区浅草5-8-11

　
　

吉塚村の目印が梅の大木 

光源院無量壽寺

生年
没年

享年 戒名

 

元禄3 1690

初代吉兵衛

安永2 1773
圓光院諄與浄運居士

吉塚三吾右衛門

安永3 1774
修護院仁與学應法士

吉塚傳蔵　事 7世住職ここまで

安永6 1777
宝林院松與貞寿大姉

重兵衛　母
8世住職ここから

安永6 1777
教與泰順信士

重兵衛　事
 

天明4 1784
諦山信士

傳蔵家来
 

寛政3 1791
念與妙香信士

傳蔵　妻

寛政9 1797
誠與勇心信士

傳蔵　父

寛政10 1798
圓與教順信士

傳蔵　□

文政6 1823
暖見光心信士

天保5 1834
清與浄雲信士

家主　吉兵衛 吉塚氏名跡

天保6 1835
光月香照信士

天保14 1843
光屋鏡順信士

8世住職ここまで

弘化4 1847
本與妙誓信女

9世住職ここから

嘉永7 1854
正與成覚信士

安政4 1857
諦月童女

明治3 1870
夏月輝光信士

明治17 1884
梅花孫子

明治37 1904
善與明照信女

大正4 1915 大正6 1917 3 夢幻良童子

吉塚吉太郎
7代目兄

嘉永6 1853 昭和4 1929 77 光寿院廣與吉祥居士
吉塚吉兵衛

5代目

昭和15 1940
香教院釈證善大姉

吉田キク

明治27 1984 昭和17 1932 49 梅光院春與妙貞大姉
沢井梅

沢井法衣店　大門　6代目妻

昭和18 1943
川島応太郎

瑞光院法與義光居士
酒井義雄

菊子夫

慶応3 1867 昭和19 1944 78 香徳院兼與妙貞大姉
川島富

神田須田町生 17才で結婚、5代目妻

昭和21 1946
良善院宝與不退居士

吉雄　結核

昭和25 1950
光潤麓泉大姉

金森

昭和30 1955
香照院釈浄善居士

吉田巳之太郎 松屋　吉田巳之太郎商店

昭和37? 1962
蓮良浄留信女

英夫人

明治18 1885 昭和40 1965 80 聞岳院薬與照光吉道居士吉塚吉之助
神田生　6代目東工大

昭和50 1975
花神院貞淑国広大姉

広田チカ

昭和52 1977
千還水児

吉彦胎児

昭和63 1988
緑荘院釋尼妙香

沢井かけ?

?
?

光吾善童子

大正7 1918 平成17 2005 87

吉塚吉三郎
7代目

大正10 1921 平成26 2014 92

吉塚喜久枝
7代目妻

※光源院台帳と吉塚家過去帳を参照し作成した。

　(2015.10.15吉塚貴美子とファミリーヒストリー記録社が光源院訪問)

調査したことを報告書として
本の形にまとめます

何代か前の先祖が北
海道に渡ってきたのは
開拓のためではなく、
身上をつぶしたからだ
と思い込んでいたのだ
が……。

有名な戦国武将と同じ
名字なのだが、つなが
りがあるのか。親戚も
知りたがっている。

先祖が移住前に住んでいたＹ町が明治初期に
大火に見舞われていたことが判明。放蕩など
で身上をつぶしたのではなく、焼け出されて
財産を失い、新しい地で出直すために移住し
たのだとわかりました。先祖が懸命に生き抜
いてきたことを知り、強く感銘を受けるとと
もに、感謝の気持ちでいっぱいになりました。

親族会で報告したところ、皆が「すばらしい」
と言ってくれました。これからは自己紹介の
ときに名字の由来が説明できます。この報告
をもとに自分で訪ね、汚れた墓をきれいにし
てきました。調査の綿密さに感激しています。

Ｓ市が発行したＳ藩家臣の資料に先祖の名前
が見つかり、元禄時代に嫁した文献も出てき
て、驚きました。歴史の中に、私の祖先も確
かに生きていたのだと実感しました。

自分ではわからなかった祖先の墓や家系を発
見していただき、墓参りもできました。戊辰
戦争後の動向も一部判明しました。

北海道・男性50代 ？

千葉県・男性20代

Ｓ藩藩士の末裔だと聞
いている。先祖がＳ藩主
に嫁したとの言い伝え
もあるが半信半疑だ。

埼玉県・女性50代

自分なりにファミリー
ヒストリーを調べたが
限界があった。

東京都・男性60代

？

▼現地詳細調査のご依頼で、さらに詳しく！

名字の発祥から現在の分布
まで、徹底調査します

過去帳を読み解きます。くずし
字は解読・翻訳、わかりやすく
整理して表にします。

家紋の意味・分布を全国
レベルで解説します。

参考文献名はすべて報告書に
提示。文献は PDF データでも
お渡し可能です。

貴重な古い写真をアルバム
ページとして報告書に掲載す
ることもできます。

現地に出向いて、ご先祖が過
去に暮らしていた場所の、現
在の地図や写真を示します。

墓地を訪問し、記録されている墓碑などを読
み解きます。分家した一族など、多くの情報
が得られる可能性があります。また、関係の
わからない墓石が解明できることもあります。 墓所だけではなく、周辺も調査。

地域にある石碑でご先祖の名前
が見つかる場合もあります。

調査する中で発見できた資料は可能な
限り取り寄せ、報告書にまとめるとと
もにお客さまにお渡ししています。

ご希望により戸籍謄本な
どから、江戸期からの家
系図を作成、掲載します。

明治維新後を調査します。公
的機関に残された各種史料・
新聞・名簿を詳しく調べます。

中世・近世を調査します。ご先
祖の名前が記載された古文書や
絵図などを探します。

一族の発祥の地の歴史・地名
の由来など、村レベル・字レ
ベルまで詳しく調査します。


